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 「結婚についての聖書の教えⅠ」 2026.05.17 中村寿夫  
  コリント人へ手紙第一 7 章 1 節～9 節   
 
はじめに                                  
 新約聖書「コリント人への手紙第一」から、みことばを学
んでいます。 
  今朝は、7 章 1 節から 9 節です。ここで使徒パウロは、コ
リント教会からの手紙にあった「結婚についての質問」に答
えます。 
  
１ 男が女に触れないのは良いことです（1）。 
    
     これは、どういうことかと言うと、コリントの人たち

の中に、「結婚しないのは良くないことではないか」と
いう質問に答えたものと思われます。つまり、結婚する
のが当然で、独身でいるのは良くないという考えがあっ
たようです。それに対してパウロは、「良いこと」です
と答えたのです。このようにして、パウロは先ず、独身
生活を肯定したのです。7 節や 9 節を見てもそのことが
分かります。 

   イエス様は、独身生活をどのように教えたでしょうか。
マタイの福音書 19 章 12 節を見てみましょう。 

  （１）母の胎内から、そのように生まれついた独身者が
います。 

          これは、体や心の問題で結婚できない人のことで
しょう。 

  （２）人から独身者にさせられた者。 
          これは、離婚、死別などで、一度は結婚しました

が、独身となった人。 
  （３）天の御国のために、自分から独身者になった者。 
        イエス様や使徒パウロのように、結婚しないで、

自分から独身を選んだ人です。 
 
適用：このように、聖書は、独身はいけないこととは教えて

いません。独身で生きることに、何ら恥じるべきことは
ないのです。堂々と生きるべきです。 

 
２ 不品行を避けるため、男はそれぞれ自分の妻を持ち、女
もそれぞれ自分の夫をもちなさい（2）。 

 
      では、結婚することはどうなのか。当時は、信仰生活
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を送る上で、逆に、結婚は汚れている、独身でなければ
いけないという考えもあったようです。それに対して、
パウロは、結婚することを勧めました。その理由として、 

  「不品行を避けるため」と言っていますが、これだけが
結婚の理由ではありませんが、現実的な理由です。結婚
の意義については、創世記で教えられています。 

 
（１）神の愛のかたちの反映。 
 
        神は、人間をお造りになるとき、「神のかたち」に

お造りになりました。神の本質は愛であり、父・子・
聖霊は愛で結ばれていました。 

        結婚は、神の「愛のかたち」の反映です。ですから、
結婚は「キリストと教会」の関係として説かれていま
す（ｴﾍﾟｿ 5:32）。 

 
（２）子孫を残すため。 
 

結婚によって、子どもが産まれ、子孫を残すことがで
きます。 
 

（３）神のみわざを行うため。 
 

神は、人に造られたものの管理をゆだねました。人
は仕事をするように造られました。そして神は、神に
仕えて行く上での「ふさわしい助け手」を結婚によっ
てお与えになるのです。 

 
適用：このように、結婚することは神のみこころであり、大

切なことです。しかし、ここで、「不品行を避けるため」
という理由をつけ加えていることも、よく考えなくては
なりません。 

   使徒パウロは、この手紙の５章、６章で「不品行」に
ついて取り上げました。その不品行を避けるために、結
婚べきなのです。性行為は、結婚の中でのみ行われるべ
きであって、結婚外の性行為は、淫行、不品行、姦淫な
ど「罪」であると、聖書は教えています。 

     最近では、一般信徒だけでなく、牧師もその罪に陥っ
てしまうケースが多く報じられています。 
 

３ 結婚の祝福の秘訣（3-6）。 
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      結婚というと、「甘い生活」を考えやすいのですが、

結婚イコール「祝福」とはいきません。クリスチャン同
士の結婚でも、うまくいっていないケースを多く見てき
ました。では、どうすれば、祝福された結婚生活を送れ 

  るのでしょうか。 
      結婚は、二人が一緒になることです。そこには、二人

の権利と義務があります。それをよく理解し、義務を果
たすことが祝福につながるのです。 

      ここで、大切なのは、「妻は自分のからだに対する権
利をもっておらず、それは夫のものです。同様に夫も自
分のからだについての権利を以ておらず、それは妻のも
のです」という指摘です。結婚においては、権利はそれ
ぞれに固有にあるのではなく、相手にあるというのです。
自分勝手な行動は出来ないのです。そして、相手に対し
て義務を果たすべきだというのです。 

   結婚生活の祝福は、この権利と義務をしっかり認識し、
互いに仕え合うことが大切です。 

 
適用：結婚生活がうまくいってないとすれば、この聖書の原

則を忘れ、この世的な結婚観で生活しようとしているか
らかもしれません。 

   男子厨房に入らず。買い物は男の恥。 
 
結論  
  結婚は、神の定めたものです。しかし、独身もまたその生
き方です。パウロは、結婚するかどうかは、神の賜物による
のであって、人それぞれに生き方があると教えました。 
 結婚生活で躓いては何もなりません。結婚したからには、
本当に神に祝福された結婚生活を送れるように、互いに努力
すべきです。独身の人は、それを神の賜物として、喜び、神
に益々仕えていきましょう。 
  
 
 聖書が私たちに求めているのは、 
 
１  神様がおられて、求める者には必ず応えてくださると信
じること。              

２  自分が神様に罪を犯していることを認めること。       
                       
３ イエス様が私たちの罪の身代わりとなって十字架にかか
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り死んでくださったこと、そして復 活して、生きた救い
主として私を迎えてくださ ることを信じること。 

４ イエス様を信じるだけで、自分の罪が赦され、神様の子
ど も と し て 受 け 入 れ ら れ る こ と を 信 じ る こ と 。             
    
 
招きのことば 
 
イエス様は、あなたの罪を赦すために、十字架におかかり

になりました。あなたの罪を赦し、あなたが天国に行けるよ
うになってほしいのです。 
「私たちが神を愛したのではなく、神が私たちを愛し、私

たちの罪のために、なだめの供え物としての御子を遣わされ
ました。ここに愛があるのです。」 
「見よ。わたしは戸のそとにたって叩く。だれでも、わた

しの声を聞いて戸を開けるなら、わたしは、彼のところに入
って、彼とともに食事をし、彼もわたしとともに食事をする」 
  「主イエスを信じなさい。そうすれば、あなたもあなたの
家族も救われます」 
 
祈り 
  父なる神様。あなたの御子イエス・キリストを感謝します。 
 私はあなたに罪を犯して来ました。地獄に投げ込まれても
当然な人間です。 
 しかし、イエス様は、私の罪のために十字架にかかり、私
のために死んでくださいました。 
 あなたは、私のすべての罪を赦してくださると言われまし
た。感謝します。 
 私は、いま、イエス・キリストを私の救い主、私の神とし
て信じ、受け入れます。 
 あなたは、私をあなたの子として受け入れてくださり、私
を新しく生まれさせてくださることを感謝します。 
 今日からあなたに従っていきます。どうぞ、弱い私を導い
てください。 
 イエス・キリストの御名によってお祈りします。 
アーメン。 


